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～校 訓～ 「立志 善心 叡智」

～学校教育目標～
｢学び合い 支え合い 高め合い｣

新型コロナの感染拡大が心配された夏休みでしたが、何よりも
東京オリンピックでの日本選手の活躍に心躍らされました。この
ような状況下での開催で一番心を痛めていたのは選手の皆さん自
身だったと思いますが、選手へのインタビューでは、自分の栄光
のことよりもまず「周りへの感謝の言葉」を述べる姿勢に、改め
て「素晴らしいアスリートは精神面も素晴らしい」ということを
確認できました。たくさんのオリンピアンが中学生のこれからの
生き方についての手本を示してくれました。西仙北中生にとって
も学ぶべきことがたくさんありましたね。みなさんはどの選手の
言動が印象に残っていますか？
さて、今日から前期後半がスタートします。冬休みまでの約4

ヶ月間、多くの行事や生徒会活動が予定されています。しかし、
今年度も例年とは違った形での開催となることがあるかもしれま
せん。その時の状況を的確に判断し、生徒のモチベーションを大
切にしながらも健康･安全第一に対応していきたいと考えていま
す。今回のオリンピックでも学びましたが「苦しいこと」「悔しい
こと」を経験するほど人は強くなります。辛いことからすぐ逃げ
出してしまうのではなく、そんなときでも「今、私は鍛えられているんだ！もっと強くなれ
るんだ！」とポジティブに考えられるようになれば、それが自信となり、さらに自分の力を
伸ばしていけるようになります。このことが大人になる基礎づくりとなります。
今後も皆さんがいろいろな場面で輝いていけるよう、先生方も一生懸命応援していきたい

と思います。学習に、生徒会活動に、部活動にみんなで心を寄せ合って、前期後半もがんば
りましょう！

7月19日(月)、市
健康増進センターの
職員の方にお越しい
ただき、「自分を大
切にしよう！ストレ
スへの対処」と題し
た講演会が行われま
した。
思春期である中学

生にとって悩みがあ
るのは当たり前のこ
とですが、そのこと
が過度なストレスに
なってしまえば、い
ろいろなことに悪影
響が出てしまいます。
そんなときは、まず
「声を出す」ことが
大切で、相談できる
大人の存在が必要に
なります。今回の講
演ではロールプレイング(実際の場面を想定
して、いろいろな役割を演じながら問題解決
を考える手法)を通しながら相談の仕方につ
いても学ぶことができました。今回学んだこ
とをぜひこれからの生活や人生に生かしてほ
しいと思います。

7月19日(月)、この
地域では初めてとなる
こども園･小学校･中学
校合同の引き渡し訓練
が行われました。今回
は「刃物を持った不審
者が地域を逃走してい
る」との想定で行われ
ましたが、一斉メール
配信後、次々と保護者
の方がお見えになり、
生徒が整然と引き渡さ
れていく様子を見る
と、改めて保護者の皆
さんの協力の強さを感
じました。おかげで訓
練開始から思いの外早
い時間で、無事、全校
生徒を保護者に引き渡
すことができました。
最近では、突然の自

然災害も心配されま
す。いざという時のために備えておくことは
とても大切なことだと考えます。本校では今
後も生徒の安全を第一に、あらゆることを想
定し、危機管理体制を万全にしていきたいと
考えています。
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夏休み初日7月20
日 (火 )、西仙北小児
童会、西仙北中生徒
会のコラボ事業で「ラ
ジオタイソウ＆クリ
ーンアップ」が行わ
れました。
朝の6時半、少々

眠そうな顔をしなが
らも集合場所に集まった中学
生は、少々照れくさそうにし
ながらも、小学生と一緒にラ
ジオ体操をし、その後、小学
生と協力しながら周辺のゴミ
拾いをがんばりました。クリ
ーンアップの時は、小学生に
役割を指示したり、励ました
りしながら、活動をリードす
る場面も見られ、た
くましさを感じるこ
ともできました。
また、今年も西仙

北支所よりゴミ袋の
提供があり、とても
助かりました。
西仙北中生徒会で

は、「地域と共に」を合い言葉にこれからも
地域に貢献する活動を継続していきます。

夏休みは連日暑い日
が続きましたが、3年
生は学習相談のために
登校する日もありまし
た。学習相談は午前中
の開催でしたが、中に
はお弁当をもってき
て、午後まで学習する
3年生の姿も見られま
した。
7月21日(水)には、

西仙北高校の進藤先生
(数学 )と加藤先生(英
語)にお越しいただき、
問題の解き方はもちろ
んですが、受験勉強の仕方や受験に向かう心
構えについてもご指導いただきました。高校
の先生から教えていただく機会はめったにあ
りませんので、3年生にはいつも以上に真剣
な表情がうかがえました。
高校入試まであと半年。3年生の皆さん、

「まだ半年もある･･･」と考えるのか、「もう
半年しかない！」と考えるかは人それぞれで
すが、ぜひ一日一日を大切にした学習への意
欲的な取組を期待しています。

7月26日(月)、27
日(火)の2日間、西仙
北支所地域活性化推進
室が主催する「中学生
地域の魅力発見ツア
ー」に、生活文化部の
皆さんが参加し、1日
目は大沢郷･強首地区
の、2日目は土川･刈
和野地区の史跡や歴史
的な建造物、特色のあ
る産業等の見学や体験
を行ってきました。
2日間ともツアー終

了後に支所でワークシ
ョップを行い、ツアー
のまとめや今回のツア
ーを通して気づいた西
仙北地域活性化のため
のアイデア等を出し合
いました。支所では、
今回の活動を生かして、後ほど「西仙北地域
ふるさと発掘ガイドマップ」を作成する予定
とのことです。
とても気温が高く大変でしたが、地域の素

晴らしさを再確認できた2日間でした。生活
文化部の皆さん、ありがとうございました。

8月4日 (水 )、5日
(木)は夏休み中の課題
を各学年部の先生方か
らチェックしてもらう
日でした。それぞれの
学年では、先生方から
課題の解答をもらっ
て、真剣に自分で丸付
けをする姿が見られま
した。中には、友人同
士で確かめ合いをしな
がら、「あっ、そっか
ー！」と和気あいあい
と学び合っている姿も
見られ、久しぶりに会
う級友との時間を楽しんでいる様子も見られ
ました。
各学年の先生方に聞くと、ほとんどの生徒

は計画どおりの学習の進み具合だったとのこ
とで、大変うれしく思います。
25日(水)には、休み明けの実力テストも

ありますので、夏休み中の学習の成果が発揮
されることと信じています。

西仙北中初の全国出場の佐々木さん
→

○全日本吹奏楽コンクール秋田県大会(7/31) 中学校小編成の部 銅賞
○大仙オープン市民卓球大会(7/31) 中学２年男子の部 第３位 神成
○平和中学校招待女子ソフトテニス大会(8/ 8) 女子団体 第３位 西仙北中･協和中合同
○東北中学校バドミントン大会(8/ 9) 男子ｼﾝｸﾞﾙｽ第３位(全国出場)佐々木


